
○研究者の情報発信についての状況

自らの研究の社会貢献について(経年比較)

社会貢献をわかってもらうための努力(経年比較)
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①実社会に貢献すると思うし、そのことは一般の人々にもわかってもらえるものだと思う[N=991,658]
②実社会に貢献すると思うが、そのことは一般の人々にはわかってもらうことは難しい[N=297,227]
③実社会に貢献するとは思わない[N=12,28]
④わからない[N=29,11]
⑤その他[N=6,10]
⑥無回答[N=20,17]
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機会あるごとに一般の人々をも対象として自分の研究がいかに実社会に貢献するのかについて話をする、原稿を書くなどして
いる。[N=531,328]
一般の人々にも自分の研究が実社会に貢献することを伝えるよう努力したいとは思うが、時間がないなどの理由により実際に
はなかなかできないでいる。[N=372,237]
研究者は研究活動に専念するべきであり、自分の研究が実社会に貢献することを一般の人々に伝えることは、研究者の仕事と
は思わないし、そのための努力もしていない。[N=34,24]
その他[N=51,60]

無回答[N=3,9]



所属機関の内外での理解増進活動への協力の難易(所属機関別)

所属機関の内外での理解増進活動への協力が難しい理由(所属機関別)
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容易に行える[N=278,230] どちらかと言えば容易に行える[N=436,409]
容易とも、困難とも言えない[N=327,331] どちらかと言えば困難である[N=172,183]
困難である[N=118,172] 無回答[N=24,30]
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民間企業[N=584]
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機関外

事前準備等に手間がか
かる[N=682]

研究を優先すべきだと
思うから[N=83]

勤務等の身分上の取扱
い上の困難[N=128]

所属機関の理解が得ら
れない[N=114]

その他[N=196]

無回答[N=152]

所属内

必要な費用がない
[N=137]

適当な場所や機材が整
わない[N=207]

事前準備等の人手の確
保が困難[N=453]

勤務等の身分上の取扱
い上の困難[N=79]

所属機関の理解が得ら
れない[N=151]

その他[N=183]

無回答[N=145]



教育活動への協力にあたっての対価(職位別)

教育活動への協力にあたっての対価(年齢別)

出典：わが国の研究活動の実態に関する調査報告（平成14年度） 文部科学省
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主任研究員、助教授クラス[N=423]

研究員、助手、講師クラス[N=236]

その他（研究補助員等）[N=32]

特にいらない[N=608] 自分に対する業績評価への反映[N=307]
所属機関に対する業績評価への反映[N=193] 謝金等の金銭的報酬[N=130]
自分の研究費の優遇[N=52] その他[N=34]
無回答[N=31]
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35～45歳未満[N=424]

45～55歳未満[N=460]

55～65歳未満[N=296]

65歳以上[N=31]

特にいらない[N=602] 自分に対する業績評価への反映[N=305]
所属機関に対する業績評価への反映[N=192] 謝金等の金銭的報酬[N=129]
自分の研究費の優遇[N=52] その他[N=34]
無回答[N=30]
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